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稲の育種において,正逆交雑間で後代系統に特性の差が

現われるとすれば,交配親の父側又は母側への選定は重要

な意味を持つ。

水野
1)は

,自 分の育種体験から,コ ンヒカリの交配母本

としての特徴について次のように述べている。「多くの育

種家は,コ ンヒカリを使い難い母本としてあげている。選

抜 して後期世代まで育成した場合,コ ンヒカリを母親とす

るものに,食味は良いが,短澤の割に稗が弱いとか,い も

ち病抵抗性遣伝子は導入できたが ,圃場抵抗性は比較的弱

いという系統が多い。また,逆に,コ ンヒカリを父親にし

たときは,栽培特性は優れていても食味がコシヒカリに近

い系統は残りにくいようである。Jすなわち,良食味品種

のコンヒカリを,母親または父親として使用した場合の間

で後代の食味をも含めた諸特性に差が現われるというわけ

である。このような現象については,実験的に確認した報

告は見当たらない。しかし,現場の育種家の中には,良食

味品種の育成に当っては,良食味親は母親として使用した方

が良いと考える人もいるようである。もしこのような現象が

あるとすれま,育種を行う上で十分配慮する必要があろう。

そこで,こ のような現象の有無を確かめるため,ま ず食

味について検討を行った。当場で良食味の親として多用し

てきたイヮパワセとササニシキを片親とした正逆交雑を行

い,そ の後代系統における食味の差について試験を行った

のでその結果を報告する。

2  試  験  方  法

1980年に,良食味品種のイナパワセとササニシキを片親

とし,一方の親は食味力す る品種 , トヨニシキとした正逆

交雑を行った。1981年にFlを本田で栽培 して雑種である

ことを確認した。1982年にF2雑種集団を栽培 し,各組合

せから任意に23個体を選抜 し,1983年にそれらのF3系統

について,次に述べる方法で食味を調査した。

F3系統の自米300夕 に,自米の165倍 の水を加えてガ

ス釜で炊飯 し,食味の比較を行った。イナバワセ,又はサ

サニシキ並に食味の良い上位のものから下位のものまでを

4ラ ンクに分けて,0～ 3の評点を与えた。 1回 の試食点

数は,イ ナパワセ,又はササニシキを加えて
'点

である。

パネル数は 4～ 6人である。各系統の評点の平均値から,

食味評価のランク別系統数と,組合せ別の全系統の平均値

を求めた。また,評点が10以上の食味上位系統の出現頻

度を求め,正逆交雑間のχ2検定を行った。

3結 果 及 び 考 察

食味評価のランク別系統数 ,並びに各組合せの系統全体

の平均値は表 1に示したとおりである。この表から,食味

評価がイナパワセ,又はササニシキ並に食味が良い05以

上のランクの系統数は,どの組合せも23系統中 3系統しか

なく,良食味系統の出現頻度力γ底いことがうかがわれた。

め

表 1 食味評価ランク別系統数
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また,食味上位系統の出現頻度は表 2に示されているよう  て使用する場合の正逆交雑間での後代の食味をも含めた諸

に,イ ナパワセが片親の場合でも,ササニシキが片親の場  特性のちがいを述べているわけである。したがって,本実

合でも,正逆交雑間で食味上位系統の出現頻度に統計的な  験の結果だけから,その指摘にコメントを加えることはで

有意差はなかった。また,系統全体の平均値は表 1に示す  きないが,食味だけに限定すれば,イ ナバワセ,ササニン

とおり,良食味親品種を母親としたときの値は15であり,  キについては,これらの良食味品種を母親として使用した

父親として使用 したときの値は11～ 13であり,良食味  方が後代に良食味系統が多く出現するという結果は得られ

品種を母親として使用 した方がその平均値の評点が良 くな  なかった。

るということはなかった。
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当初引用した水野
1)の

指摘は,コ ンヒカリを交配親とし

表2 食味上位系統の出現頻度(%)
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